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政府の役割と国民の福祉について

－財政教育プログラムの実践を通して－

柳生大輔

Political Role and National Welfare 
-Through the Practice of the Financial Education-

Daisuke Yagyu 

The purpose of this study was to reveal how the content of unit“People’s lives and Public welfare" in junior 

high social study education can coordinate with the financial education curriculum proposed by Ministry of 

Finance for the development of an effective educational activity. To be specific, the aim of this practice is that 

students learn to be interested in巴conomicactivity, to consider fiscal issues related to low birth rate and 

longevity, analyze various information such as statistical data, to cooperate with classmates and to ambitiously 

pursue solution to problems. In this research, the students’behavior in class and the contents of their works 

were analyzed. The result of the analysis revealed that students actively worked toward the financial problem 

solution and understood the role of sovereign well. As further research, strategy for the efficient coordination 

between the content of school lesson and the financial education program need to be considered. (p.17 4-180) 

1 はじめに

年始に二つの重要な新聞記事が目に入った。

つは，平成29年度の固と地方の税収の総額（概算）

が初めて100兆円を突破する見通しであること 1),

もう一つは，人口減少が危機的な事態を迎えてい

ること 2），である。この二つの記事は，日本の将

来を考える上で，私たちに大変重要な示唆を与え

るものである。果たして日本の未来は大丈夫なの

だろうか。私たちは，再度，租税や財政に関する

内容ついて確認しておくべきである。第一に，国

家が活動していくには，莫大な金を必要とするが，

それは，結局，国民が負担しなければならない。

したがって，財政の適正な運営は国民の重大な関

心事である。第二に，あらたに租税を課し，又は

現行の租税を変更するには，法律又は法律の定め

る条件によることを必要とする（憲法第84条）。

これは，租税は国民に対して，直接負担を求める

ものであるから，必ず国民の同意を得なければな

らないという原則である。第三に，国の収入およ

び支出が，毎年，予算という形式で，国会に提出

され，審議・議決されるのは近代国家に通ずる大

原則である。予算とは，一会計年度における国の

財政行為の準則であり，それに従って，国の財政

が運用される（86条） 3）。以上三つの内容を踏ま

えつつ， 日本の現状を見た時，例えば，団塊の世

代が 75歳以上になる 2025年，社会保障給付費は

今の約 120兆円から約 150兆円に膨らむと見込ま

れる。超高齢化に伴って膨らむ費用を，国民合意

のもとで，どう分かち合っていくのか 4）。また，

格差拡大の問題も世界を覆う。「経済成長すれば，

格差は縮小するj というのが定説で，今も日本を
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含む多くの国で政策の基礎になっている。ただ，

そのためには負担能力に応じた課税の徹底が不可

欠である。特に日本は，税制では国際的にみて国

民の税負担は軽いのに，みんな重税感を持つO 制

度が複雑で予算配分や税制改正の決定過程が不透

明なためだろう。 50兆円ほどの税収で 100兆円近

い予算を使う社会は持続できない。政治家は進む

道を正しく示すべきだが，一人一票の民主主義で

は，政策より当選が目的になりやすい。一票を正

しい方向に使うために，国民自身の学習と理性が

求められる 5）。以上のことから，将来を担う若者

たちが，義務教育段階から日本の財政について具

体的に考えていくことは 主権者教育の観点から

も必要なことである。

2 研究の目的・特色

(1）財政教育の目的

日本の厳しい財政事情を理解し，今後の財政の

あり方を考えていくのは，有権者のみならず国民

全体である。特に，選挙権が 18歳以上となった今，

義務教育段階から積極的，具体的に学習していく

ことは，意義あることである。本稿では，以下の

三つを財政教育の目的と考え，その達成を図る授

業開発を提案していきたい。

①経済及び財政に関する授業を通じて，社会問

題を，他人事ではなく，自ら考えなくてはならな

い問題だと認識し，新聞やニュース等を見た際に，

社会の仕組みゃ経済，財政へより深い関心を持つ

ことができる。

②財政に関する話し合いや実際に予算編成を行

う中で生じるジレンマを通して，受益と負担の両

面性（トレード・オフ）を理解し，多面的な見方

ができる。

③財政に関する話し合いを通じて，多様な意見

がある中，それを集約するには，民主主義的な過

程が重要であることを認識する。

(2）研究の特色

生徒にとっては，政治や経済に関する学習内容

は，身近なものとして捉えることは案外難しい。

実際に財政に直接携わる財務省の方から，具体的

な財政に関する講義を受けることができ，加えて

財務大臣になったと想定して予算を作成するシ

ミュレーション活動を行うことは，既習事項を活

用し，その内容理解を深め，他者の意見も参考に

しながら，思考を深めることができる。また，グ

ノレーブρ学習をする際に，より活発な活動になるよ

う，予算編成用のボードを教具として活用した。

財務省の方々が，事前に準備されるこれらの教具

も，学習を進める上で、重要な役割を担っている。

なお，授業中の生徒の活動の様子や生徒のまとめ

た内容をもとに，研究の成果を分析した。

3 実践事例

(1）単元名

政府の活動と財政 ～よりよい杜会を築くため

(2）単元について

本単元は，従来の学校の授業と財政教育フOログ

ラム（財務省の方が講師）の学習内容を連携させ，

将来の日本の財政について考えるとともに，民主

主義を理解するための主権者教育のケーススタ

ディでもある。今までの学習内容をより実践的な

ものにするため，知識や経験を活用し，生徒自ら

が思考，判断し，仲間との交流をふまえて今後の

財政のあり方を表現し，よりよい社会を築いてい

くための単元として位置づけている。

(3）単元の目標

0財政や租税の役割について，主権者として関

心を持ち，課題を意欲的に追究することができる

ようにする。

0身近な社会資本や公共サービスについて，市

場の働きにゆだねることが難しい財やサービスを

提供するとし、う政府の経済的役割について理解す

ることができるようにする。

0社会資本の整備，社会保障の充実，少子高齢

化への対応， 日本経済の発展など，経済上の諸課

題に関心を持たせ，財源の確保と配分という観点

から財政のあるべき姿を，資料を活用し，自分た
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ちの考えをまとめて発表することができるように

する。

(4）授業の実際

授業は，全6時間とする。なお，財政教育プロ

グラムは，平成28年 12月8日に， 2時間連続で，

9年生2クラス合同で実施した。財政教育プログ

ラムを実施するにあたり，社会科の授業進度の関

係から，事前学習を2時間実施した。この事前学

習と財政教育プログラムの内容（第 1次）また，

第 1次後のまとめとなる第2次の授業の概要と生

徒の記述を記載する。

（単元の計画）

第 1次政府の活動と財政・・・・・・・ 5時間

第 2次 よりよい社会を築くために・・・ 2時間

［第1次「政府の活動と財政」について］

〔授業の概要〕

① 第 1次の財政教育プログラム（2時間）に向

けての事前学習（ 3時間）の内容について，その

概要を示す。事前学習では，以下の内容を実施し

た。 （詳しい内容は省略。）

図1 講師の先生による授業

テーマ・時間・内容 教具

【租税のしくみ】 ( 1時間） 教科書， ワークシ｝ト，

税金の種類，消費税とそのしくみ， （ハ。ワーホ。イント）

所得税と累進課税，直接税と間接税の

比率，あなたはどのような税制が公平

だと思いますか甲（記述させる）

【政府の活動と財政】 ( 1時間） 教科書， ワークシート，

家計・政府・企業，財政どは（歳入・ 財務省のHPに

歳出・国債・財政投融資），財政のは もある財政学習
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たらき（資源、の分配・所得の再分配・ 教材『日本の「財

経済の安定化・財政政策） 政」を考えようl

（ハ。ワーホ。イント）

【社会保障のしくみ】 ( 1時間） 教科書， ワークシート，

社会保障制度の成り立ち（イキぷリス・ （ハ。ワーホ。イン卜）

ドイツ），日本の社会保障制度（憲法

第 25条）

② 財政教育プログラムの内容について，その概

要を示す。今回は，財務省大臣官房文書課広報室

長の佐久間寛道氏が講師を務められ，財務省・中

国財務局の方々 6名に，生徒のグループ。討議の際

にアド、パイザーとしてご協力して頂いた。財政教

育プログラムの授業時の展開か以下の通りである。

図2 アドバイザーに聞く生徒

内容項目 生徒の活動

①冒頭70レγンテサョン（30分）

－自己紹介・導入 「救急車」に係わるクイスマ

に答えて，身近な公共サー

ビスの問題点を理解する。

－財政への繋ぎ ・プレゼンの聴講

・動画 －動画の鑑賞

－受益と負担のバランス ・プレゼンの聴講

②個人ワーク（15分）

－個人ワークの説明 ・グ1レープワークに向けた自分の

－個人ワークの実施 考えを整理するため， 「将

来どのような社会になって

l王しし、カミ」 「大きな政府か

小さな政府かj 「自分の理
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想、の社会に近づけるため

に，同の来｛j＇度予算を編成

してみよう」を巧会える。

③グループワーク（30分）

－グループワークの内容説｜・個人ワークの結果を持ち

明 ！寄り，経済・財政・公共サー

－グループワーク ビスに係わるグ、ループの考

（分かりやすさの観点か｜えを整用する。

ら， f’算編成の対象を， ｜ ・クマルーフ。ごとに， 予算案

医療，年余・介護，福祉，｜の編成作業を実施。 「予算

j也Ji交付税，公共事業，

文教，防衛に限定。）

－予算編成結果について，

発表用のグループ｝ワーク

シートに記入

ボード」を使用してわうの

「予算ボード」用に各グ

ノレーブへは 97兆円分の「2

兆円札」 「1兆円札jを配布

するほか，増額分として「特

別なお金（1兆円）」も 10

兆分配布。

④発表・質疑応答（20分）

・生徒からのずを衣とそれに｜・ 20班の中からいくつか発

対する生徒同l・講師と｜表。発表班に対して，他の

の質疑応答 グループから質問，並びに

質疑応答。

⑤まとめ（5分）

．参政権について

・全体の質疑応答

．まとめ

・講師の説明を聴講

・振り返りシートの配布（記

入・ l口l収は教室で）

図3 授業全体の様子

③ 生徒たちは，個人ワークに取り組んだ後，そ

の内容を持ち寄りグループワークに取りかかった。

個人のワークシートに記入する内容は， 1将来，

どのような社会になってほしいのか（なるべく具

体的に）。 2円木の福祉と負担のバランスはどれ

がいいのか（高福祉・高負担，中福祉・中負担，

低福祉・低負担から選択し，その理由を記入）。

3そのために，目の子算をどうするのか表の項目

（医療，年金・介護，福祉など，地方交付税，公

共工事，文教，防衛）ごとに自分で考えた予算と

そうした理由を記入するようになっている。

図4 予算ボードの活用

図5 グループワーク

〔個人ワークから読み取れること〕

1の内容に関する概要

福祉に関するサービスの手厚い社会。借金がなく経済的

に安定している社会。教育に力を入れて，グローパル化に

対応できる社会。教育の機会均等。年金を減らし，他の福

祉にまわす。男k平等。どの世代も暮らしやすいれ会。安

心・安全な社会。近隣の国々と緊張状態が続いているので

防衛予算を卜げて安全で過ごしやすい社会等，ttt:の中の動

きをよく捉え，よりよい社会にしていくために，税の負担

が上がってもよいという意見もかなりあった。

円

i
ウ

i
t
lよ



柳生：政府の役割と国民の福祉について一財政教育フ。ログラムの実践を通して

2の内容に関する概要

生徒の選択は，高福祉・高負担が 50%，中福祉・中負

担が 43%，低福祉・低負担が 7%であった。

3の内容に関する概要

多くの予算を必要とする項目の上位三つは，年金，地

方交付税，医療の順であった。また， 「今の予算j と「私

の予算j を比較した時，同じ額が 13%，予算額を減額し

た生徒が 40%，予算額を増額した生徒が 47%であった。

この後，グ、ルーフ。での話し合いを行い，項目聞の予算案修

正を行うことになる。

［借入ワークシート1
( 輯名前

1.輔来、 t由ような控室になコて晒しいで曹静〈理るべく輿樟曲に〉
f"l」it(, /J.:I寸叫品Lユム4以：：＿＿.x._＿＿ゑ組，.JL.1.i←旦｛！
.J.'-.Li..よい巴--f:l..:l＿！＿ムムよょι斗ユよ王土ムよムヱー」主Lーい－・・・Lふ一一
2. 8本田祖睦と負担司円ラyスはtれがいい？
庸構祉・高負ー 中幅低中負掴 儀樺維・低負担

阿君閣でー舟主宰： J正系〈す乙、守,f-k_＿.，＿嵩主証金工」盛主L
ムムニムー..！.きに魚肉 E~q旦 l [ ＜’l. .. J,Lρl.l~ 
岨£」ピマ壬んぜ町中に ！；；bζ.'f! '' ~主門司 a

図6 個人用ワークシート

個人ワークに引き続き，グループ。ご、とに予算案の

編成作業に入った。一人ひとりが，具体的に予算

案を考えているので，交流内容が建設的で、あった。

自分の意見を理由とともに説明し，相手に理解さ

れ受け入れられる所まで到達することはなかなか

難しく，感情的になる生徒も見受けられた。が，

全体的には活発な意見交流が続いた。その後，話

し合った内容を発表する準備を行った。あるグ

ループの内容を紹介することにする。このグ、ルー

プのメンバーの個人ワークの内容は，当初，次の

表1のような結果であった。話し合いの結果，図

7の発表用ワークシートの記述内容になった。こ
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のグループ。は話し合った結果，予算案が 62兆円と

なり，今の予算より 3兆円少なくし，日本の借金

をより多く返すために使うべきだという結論に

至っていた。ク、、ルーフ。活動の後，いくつかのグルー

プが，白分たちがまとめた予算編成案について発

表し，質疑応答を行った。

｛発表用ワークシート1
（ 絹メンバーの名前一一一一二一一一一一二一一

私たちは、閣の予算を、こんな感じ！こします！
' I i壬＂＇且 lの｜

i今の；予練 ·~.：：ご ｜ ぞうしだ理由 i 
I I 1予揮 ｜ J一一一一…叩γ一一寸ープi「店、予弓子7三抑制'j'・・・・.・・・・・・・・・・・・1

気，，ケガグ，~－＂＇＂ I I I 
醐 1 2兆円 兆円｜料日仏側a・1"！！≫岡山 I 

c：：~ぶi一一一「－－－ -1拐事叫んム；一一寸
「孟：介護 14兆J内 J兆円i崎山九日日 I 

一一一一一十一←一一一一一十 一一一 寸 ー｝｝ 一一一一一一一一一l少刊凶貨や樹ってしろ｜ ｜ fこ恥M上う少急車毛化計阿也E 年一£＞ fき想，

1 ・v""m祉など 釧悶悶 3閉

…→一寸一一←寸守掌卦≪i一Z玄石万烹苔τ：；：LJτ4<: 
1 5兆問 /J兆円i ' 
I I ••x制自げは〈ぃ肘叫時れ叶白川川

6~~f'引 b 兆円い亜冷静判鴨川 州、円＝ ~hi 7－何，

興需をする班培、前揖伏鹿になっ疋つもりで、み・IWこ？ピールレょう 1

図7 発表用ワークシート

表1 ある班の生徒が考えた予算案

現予算 A さん B さん C くん

の予算 の予算 の予算

医療 12 12 12 15 

年金・介護 14 14 10 15 

福祉 8 12 10 15 

地方交付税 15 15 13 10 

公共工事 6 7 6 6 

文教 5 7 5 8 

防衛 5 5 7 5 

合計 65兆円 72兆円 62兆円 73兆円

④ 単元の第二次において，よりよい社会を築く

ために，前時の財政教育フ。ログラムの内容を踏ま



柳生 政府の役割と国民の福祉について 財政教育プログラムの実践を通して

えつつ，円本の少子高齢化の現状とそれに伴う社 学習の成果が垣間見られた。

会保障関係費の変化等について学習し，個人で学

習のまとめとして， 日本の将来がよりよくなるよ

うな財政政策を提言文の形でまとめた（ 1時間） 6）。

次時では，財政教育フ。ログラムが，交流や予算ボー

ドの利用など活動が中心であったため，短時間で

はあるが，考えたことを文章でまとめる活動を最

後に取り入れることにした。生徒たちは，班員と

交流しながら提言文の作成を作成することができ

た（1時間）。

図8 予算編成案を発表する生徒

l~詰~号j 川 Lt ~てLーっ

図9 まとめの提言文

生徒の提言文の中には、資産を持っている高齢

者への増税，所得の再分配の視点から低所得者へ

の減税など負担軽減，消費税を上げてそれをすべ

て社会保障に充てるなど，具体的な提案もあり，
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4 成果と課題

成果について述べる。教育は，生徒一人ひとり

の学力を伸ばすだけでなく，将来の日本を財政の

面からも支える役割も担っている。今回，財政教

育フ。ログラムを実施することで，問題発見・解決

型の学習を進めることができた。その中で，生徒

の考えを引き出すコミュニケーション力，多様な

意見をまとめるファシリテーション力，また，財

務省の方による講義を通して，教科書にないこと

にも触れるなど，知的な刺激も受けることができ

た。これは，人を引き込むコーディネーション力

によるものである。生徒の授業後のアンケート結

果は，以下の通りである。

表2 授業後のアンケート結果

質問 A B c D E 

①授業や課題に積極的に取り 59 13 2 。。
組むことができた。

②授業内容を自分なりに理解 50 22 1 。
することができた。

③授業のスピードはちょうど 45 22 6 。
よかった。

④教え方や教材等に工夫が感 61 11 2 。。
じられる授業だった。

⑤財政問題について関心が高 52 18 4 。。
まった。

＠財政問題に関する知識が身 49 23 2 。。
に付いた。

⑦財政問題について自らの考 58 13 3 。。
えを深めることができた。

(A たいへんそう思う， B そう思う， C 変わらない， D

あまりそう忠わない， E：まったくそう忠わない。なお，有効回

答数は 74名で，表＇ f＇の数字は人数を表す。）

続いて課題について述べる。制度面における課

題として，財政教育プログラムの内容の実施時期，
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実施前に行う学校での具体的学習内容との関連を

いかに有効かつ効率的に行うか，が挙げられる。

また，財政教育プログラムの内容が，グループ。学

習に適していることを考えれば，その活動や発表，

また発表後の質疑応答を通して内容を深化させる

ための時間をしっかりと確保するプログラムを作

成することが重要である。

5 おわりに

今後の授業実践に向けて，予算案編成の中で，

特に考慮すべき項目である文教，防衛，社会保障

について教師が認識しておくべき内容についてふ

れておきたい。第一に文教について，教育に対す

る政府の公的支出は，世界的に見て最低水準にあ

ること九第二に防衛について，周辺国との緊張

状態は緩和されることはなく，防衛費も更に必要

性が高くなること 8）。第三に，世代聞の対立や地

方の疲弊，様々な貧困や格差など閉塞感が覆う日

本の社会保障については，し、かに日本の財政を健

全化していくのか，ということが税制とセットに

なって語られる。日本の個人金融資産は 1700兆円

にのぼり，世界でも有数の規模で，今後はこの金

融資産をいかに運用して利益を上げるのか，その

ことが税収増につながっていくとしづ発想が重要

となる。他者が信用できず，将来への不安におび

えながら生きざるを得ない社会が到来しつつある

現在，上記三つの内容を考慮、に入れながら，誰も

が受益者になれるような仕組みを考え，みんなに

とって必要なことをみんなで担うという原点に返

ることが，社会の分断を解消し，共感や連帯を取

り戻す方法であると考える 9）。

【註および引用文献】

1) 平成29年1月7日付産経新聞．

2) この記事によると，人口動態統計の年間推計で，平成

28年に生まれた子どもの数が 98万 1000人と， 1899年以

来初めて 100万人を割り，このままでは， 2040年ごろか

らは年間 100万人単位で人口が減り続けるとある。平成

29年1月7日付読売新聞．

180 

3) 芦部信喜，高橋和之補訂： 「憲法第5版」， p.349 

-353, 2013，岩波書店．

4) 増税は，年々膨らむ社会保障費を賄うためのもだが，

消費税を 10%に引き上げてもなお足りない。一方で，新

年度予算に向けて結論を出すことになっていた介護や医

療の給付抑制策，負担増は先送りが目立つ。目先のことに

振り回されず，将来を，腰を据えて考える政治が今求めら

れている。平成 29年1月5日付朝日新聞．

5) 経済のグローパル化で富裕層のお金は国境を越えや

すく，租税回避地に逃げることができる。このままでは，

国の税金を中低所得者ばかりが負担することになりかね

ない。富裕層を対象に国境をまたぐ金融取引に課税するな

どの対策の必要性も考えなければならない。前掲書 2)'

を参照．

6) 授業で活用した資料は， 「年齢区分別人口と高齢化率

の推移」，「社会保障と国民の負担（各国と日本の対比） J, 

「各国の社会保障の財源構成」， 「高福祉高負担か，低福

祉低負担か（スウェーデ、ンとアメリカの比較） J ' 「フラ

ンスで育児しながら働く女性のコメント」， 「年代別に見

た心配事としてのコメント， （保育所定員と待機児童数，

勤労者何人で1人の高齢者を支えるか？高齢者世帯数の

推移，のグラフを使用）」である。

7) 小学校から大学までの教育機関に対する公的な教育

支出が国内総生産（GDP）に占める割合は， 2013年は

3.2%。OECD  （経済協力開発機構）のうち，データの

そろう 33ヶ国中，下から 2番目。特に大学などの高等教

育への公的支出は最下位で，幼稚園や保育園などの就学前

教育も最低ランクである。前掲書 4），を参照．

8) 中国，ロシアが電子戦能力の構築を急速に進めており，

自衛隊はこの分野で出遅れていることから，最新施設の導

入で巻き返しを図りたいと考えている。平成 29年1月1

日付産経新聞．

9) 日本人はお金の話を敬遠しがちで，資金運用の知識を

身に付ける機会も乏しい。運用のハード、ルを下げるフイン

テック（金融と ITを融合したもの）には，家計管理で過

剰な守りに入っていた層を後押しする期待がかかる。預貯

金として眠る資産を有効活用できれば，年金や社会保障な

ど将来の不安を軽くする可能性がある。平成 29年1月1

日付日本経済新聞．


